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2022年度 活動方針

最終目的
受注金額 3,000万円の達成

１.既存業務の継続と拡大

２.当事業に共感する企業を増やす

３. 事業リソースの強化



2022年度 活動内容 広報関連

❏ SNS ・ワーカー4名でInstagram・Facebookを活用しテレワークセンター及び立
科町の情報発信
2022年6月～

年間投稿数：174本

❏ 冊子作成
vol.1

・ワーカー主体でテレワークセンターの冊子第一弾

既存クライアント様へ送付
2022春 28社送付

❏ 冊子作成
vol.2

・ワーカー主体でテレワークセンターの冊子第二弾作成

2022年11月～

❏ 広報関連 ・HPに働くワーカーを紹介
・チラシ作成
・実績企業紹介



2022年度 活動内容 広報関連 冊子作成vol.2

目的 立科町テレワークセンターの事業を周知、企業向け紹介冊子

配布対象 企業向け

取材主旨 業務チームリーダーの働き方
ディレクター紹介

施設紹介



2022年度 活動内容 広報関連 HP働くワーカー紹介



2022年度 活動内容 広報関連 HP実績企業一覧



2022年度 活動内容 広報関連

総務省のテレワーク紹介動画に
出演させていただきました。

韓国テレビ動画YouTube

韓国の国営放送KBSさんに
取材いただきました。



2022年度 活動内容 広報関連 HP分析（2022年7月～）

月間アクセス数 2022/7～12

2022年7月よりアクセス解析ツール導入
7~12月の６か月で解析。

年間アクセスユーザー：1,110

検索600, ブックマーク330, 外部参照100, SNS80

検索語句
テレワークセンターを知るユーザからのアクセス多
業務に関連した語句での検索数を増やす必要有

アクセスぺージ数：5,577

ワーカーや実績を閲覧するユーザー多い

アクセス地域
東京、長野で半数以上。
長野県に近い場所からのアクセス多い

▶来期はテレワークセンター内部の情報公開を増やす
ことでアクセス増→案件獲得を目指す

アクセスぺージ

アクセス地域検索語句



2022年度 活動内容 クライアント関連

❏ メルマガ ・既存顧客の整理を行い、定期的にテレワークセ
ンターの情報をメルマガとして配信 20社

秋バージョン 50社

年末バージョン 62社

❏ 既存クライアント整備 ・今までの情報、名刺などを見直し、リスト化
200社

過去のセミナー参加者
等のリストまとめ
350名
（2023/2月現在）

❏ イベント参加、情報収集 ・JASIPAオンラインセミナー
（2022/10, 2023/1）
・働き方EXPO（2022/9/28）
・ニューノーマル ワークスタイル
EXPO(2023/2/8)

オンライン
2回/年

オンライン3回＋
オフライン1回参加

❑ 営業資料作成 業務ごとに紹介資料を作成。
→ワーカーへ委託し作成。

5提案書 1提案書



2022年度 活動内容 ワーカー関連

❏ 模擬体験業務
・実際に依頼のある業務に対し模擬業務を作成
→参加予定メンバーに実施

❏ 業務前研修支援

❏ ワーカーミーティング
・2022/5/18実施
・2022/10/12実施

❑ ワーカースキル見える化
チェックリスト内容作成
→来期実施予定

❑ 新規ワーカー募集
新規ワーカー獲得のため児童館での説明会予定でしたが、施設が新型コロナウイルス
により利用制限があり、今年度は中止としました



2022年度受注業務および来年度の主な業務

業務内容 担当人数

E業務

・事務支援業務（blog記事作成業務）
・DM宛先入力業務
・記事作成業務
・メルマガ配信業務

５名

M業務 ・部品表、作業工程表作成業務、書類デジタル化など ３名→８名＋3名

S業務
・営業支援業務
・チラシ作成業務

５名
来期増員1-2名あり

AW業務
・情報入力業務
・はがき発送業務

３名

地域交通 ・バス運行記録をデータ化 ２名

農業委員会 ・議事録作成 １名

MR業務
・落とし物防止タグ発注管理および発送
・社内チャットシステムID管理

２名

N業務
・入札情報をシステムを使用して作業
・公募情報検索結果の送付

２名

※赤字は新規企業・追加人数・増員予定人数



2022年度 年間受注額

2022年度年間受注額約2100万円（1月末時点）

立科町クライアントからの受注額：約1820万円



引き続きよろしくお願いいたします


